
 下川町共生型住まいの場「ぬく森」（平成 22 年度） 
 

 

■所 在 地 北海道上川郡下川町南町360 番地1  ■木材使用量 187.08m3 

■設 置 者 下川町                 うち地域材 176.01m3 

■構  造 木造平屋建              ■使用樹種 カラマツ、トドマツ 

■延床面積 702.68m2                  
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多目的ホール                 居 室 

 

◆施設の概要 

 共生型住まいの場「ぬく森」は、高齢者及び障害者の住まいの場と地域の仲間が集う

サロン事業の拠点として、地域材をふんだんに使った施設です。外壁には、カラマツく

ん煙処理材、内装のフローリングにもカラマツ材を使用するなど、地域の特性である森

林資源を活用した、木の優しさや温もりが感じられる施設となっています。 

 

◆工法等の特徴 

高齢者及び障害者が集うための多目的ホールは、広いスペースが必要であることから、

集成材の梁によって強度を確保し、無柱空間を構成しています。 

外壁には木酢くん煙処理を施した羽目板を張ることで、内部空間の木の温もりを外部

にも伝わるようにしています。 


